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て背浮きが組み込まれている。吉松（2011）は背
浮きの状態で移動しながら呼吸を体感することに
慣れてくれば、子どもは自然に手や足を使って自
分で進むようになることを指摘している。このよ
うに背泳ぎは特別な呼吸動作を習得せずとも自力
で簡単に泳ぐことができるという特徴を有するた
め、小学校高学年段階でも十分に習得可能な泳法
として設定され得る可能性を十分に秘めていると
いえる。
　以上の問題意識に立ち、本研究では背浮き及び
背泳ぎの有効性に着目し、クロールと背泳ぎの指
導順序による泳技能習熟度の差異を明らかにする
ことで、近代泳法の指導順序の検討に資する研究
成果の蓄積を図ることとした。

2. 方法

2.1. 研究対象
　対象者は、T 大学において2013年度及び2014年
度に開講された「スポーツ方法実習（水泳）Ⅰ」
の受講生192名（2013年度98名、2014年度94名）
である。履修者は231名（2013年度104名、2014年

1. 問題の所在と目的

　現行の学習指導要領における水泳系領域1) にお
いては、記録の向上や競争の楽しさを味わわせる
前提として、主に4つの近代泳法（クロール、平
泳ぎ、背泳ぎ、バタフライ）の習得が求められて
いる。
　水泳領域がスタートする小学校高学年において
はクロール及び平泳ぎで続けて長く泳ぐことが技
能目標の中核に位置づけられている。背泳ぎの取
扱いについて、学習指導要領には「学校の実態に
応じて背泳ぎも加えて指導することができる」と
記載されているものの、背泳ぎを教える小学校は
ごく少数であり、ほとんどの小学校ではクロール
と平泳ぎのみを扱い、背泳ぎの学習は中学校に譲
るカリキュラム構成をとっているのが現状であろ
う。しかしながら、近代泳法の中でクロールや平
泳ぎを優先的に教えていく意義やその根拠につい
ての研究成果の蓄積は十分になされてきたとは言
い難い。
　小学校中学年の浮く・泳ぐ運動領域の指導内容
に遡ると、習得させるべき技能内容のひとつとし
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　本科目のねらいは「水の特性を理解し、水中に
おける身体活動を体験することにより、生涯スポ
ーツとしての水泳の楽しさを学ぶことならびにそ
の指導方法を習得する」こととし、近代泳法の中
のクロールと背泳ぎの2泳法を扱った。2013年度

度127名）であったが、受講前及び受講後の実技
調査の一方あるいは両方において欠席した者は対
象者から除外した。
　授業者は T 大学に所属する体育科教育学並びに
水泳を専門とする教員1名である。

表 1. 対象授業の単元構成
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受講前技能調査における泳ぎと15時間目の受講後
技能調査における泳ぎを撮影した。いずれも受講
生の泳ぎを横から撮影する方法を採用した。
　また、2014年度の受講生に対しては、単元終了
後に、背泳ぎをクロールより先に学ぶという指導
順序に対して学びやすいと感じたか、について理
由とともに自由記述させるアンケート調査を行っ
た。

2.4. データの分析方法
2.4.1. 泳ぎの映像分析
　撮影された各年度の受講生の泳ぎを表2、表3の
技能評価用のルーブリックに沿って分析・評価し
た。ルーブリックの評価の観点と基準は高等学校
指導要領解説保健体育・体育編の「D. 水泳」に
記載されている「各泳法の動きの例」を参考に、
授業者（筆者）と水泳を専門とする大学生1名で
協議を重ね、設定した。A を3点、B を2点、C を
1点、D を0点とし、各観点の合計点を各受講生の
技能得点（15点満点）とした。ルーブリックによ
る分析・評価については授業者と水泳を専門とす
る大学生の判定の一致率が8割以上になるまで協
議と練習を重ね、その後筆者が分析を進めるかた
ちをとることで、データ分析の妥当性及び信頼性

の単元では単元前半でクロール、後半で背泳ぎの
順で指導し、2014年度の単元ではその順を逆転さ
せ実施した。
　なお、実施時期は、2013年度が平成2013年4月9
日～7月24日、2014年度が2014年4月7日～7月22日
であった。授業時数は90分授業を計15回であった。
単元構成の詳細は表1に示すとおりである。

2.2. レディネスの調査
　2013年度及び2014年度の受講生のレディネスを
確認するため、クロール及び背泳ぎの技能レベル
を5段階で自己申告させた。基準は、1点が全く泳
げないあるいは自信がない、2点が25m は泳げな
いが少しなら泳げる、3点がなんとか25m 泳ぎ切
れる、4点がなんとか50m 泳ぎ切れる、5点が余裕
をもって50m 以上泳げる、とした。これに基づき、
2013年度と2014年度それぞれの受講生の受講前に
おける技能自己評価の平均点を算出し、t 検定を
用いてその差異を比較した。

2.3. データの収集方法
　2013年度においては、15時間目の技能調査にお
ける各受講生の泳ぎをデジタルビデオカメラで撮
影した。また、2014年度においては、2時間目の

表 2. クロールの技能評価用ルーブリック
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3. 結果と考察

3.1. 2013年度及び2014年度のレディネスの比較
　受講前における各年度の受講生間の技能差の有
無を確認するため、2013年及び2014年度の受講生
のクロール及び背泳ぎそれぞれの受講前技能自己
評価の平均点の差異を t 検定を用いて分析した。
表4、表5はそれらの結果を示している。
　2013年度と2014年度の受講生の受講前のクロ
ールの平均点の間に有意差は認められなかった
（t=1.589、n.s.: 非有意）。また、同様に、背泳ぎ
の平均点においても有意差は認められなかった
（t=0.477、n.s.: 非有意）。これらの結果から、受
講前の段階では両年度の受講生間に技能差がなか
ったことが示唆された。

を確保した。
　以上の方法で算出したクロール及び背泳ぎの
2013年度の受講後の技能得点と2014年度の受講後
の技能得点を比較し、指導順序による泳法の習熟
度の差異をみた。
　また、対象授業が受講生の技能の向上に効果的
にはたらいたかを確認するため、2014年度の受講
前と受講後の技能得点を比較した。なお、受講前
の技能調査は泳距離を25m までと設定したため、
クロールの「④ターン」と「⑤泳距離」、背泳ぎ
の「④ターン、バサロキック」と「⑤泳距離」の
観点は評価対象から除外し、①②③の観点の合計
点（9点満点）で比較を行った。

2.4.2. アンケートの分析
　2014年度の受講生に行ったアンケート結果は、
記述された文章を端的な文章に表し直した上で、
「（背泳ぎを先に習得することに対し、）学びやす
いと感じた」「クロールから習得したほうが良い」
「どちらもかわらない」の3群に分け、その理由
を帰納的に分析し、背泳ぎから習得する順序に対
する学びやすさを検討した。

表 3. 背泳ぎの技能評価用ルーブリック

表 4. 受講前のクロールの技能差

表 5. 受講前の背泳ぎの技能差
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　また、表7、図2は2014年度の受講前と受講後
の背泳ぎの泳法習熟度の差異を t 検定を用いて分
析した結果を示している。受講前の平均技能得点
に比べ受講後の方が有意に高い値を示している
（t=1.984、p<0.001）。このことから、2014年度に
開講された授業により受講生の背泳ぎの技能が習
熟したことが明らかとなった。
　これらの結果から、本研究の対象授業は受講生
のクロール及び背泳ぎの技能向上に効果的にはた
らいたといえる。

3.2.2. 指導の順序の違いによる泳法習熟度の比較
　表8、図3は2013年度の受講生、2014年度の受
講生のクロールの平均技能得点の差を t 検定を用
いて分析した結果を示している。2013年度の受
講生に比べ2014年度の受講生のクロールの平均
技能得点の方が有意に高い値を示した（t=1.971、
p<0.001）。このことから、クロールを優先的に指
導した2013年度の受講生より背泳ぎを優先的に指
導した2014年度の受講生の方がクロールの技能が
習熟したことが明らかとなった。
　表9、図4は2013年度の受講生、2014年度の受
講生の背泳ぎの平均技能得点の差を t 検定を用い
て分析した結果を示している。2013年度の受講生
に比べ2014年度の受講生の背泳ぎの平均技能得点

3.2. 映像分析による泳法の習熟度の比較
3.2.1. 受講前後の泳法習熟度の比較
　表6、図1は2014年度の受講前と受講後のクロ
ールの泳法習熟度の差異を t 検定を用いて分析
した結果を示している。受講前の平均点に比べ、
受講後の方が有意に高い値を示した（t=1.984、
p<0.001）。このことから、2014年度に開講された
授業により受講生のクロールの技能が習熟したこ
とが明らかとなった。

表 6. 2014 年度受講前後のクロールの技能得点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（n=94）

図 1. 2014 年度受講前後のクロールの技能得点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（n=94）

表 8. 受講後のクロールの技能得点の比較

図 3. 受講後のクロールの技能得点の比較

表 7. 2014 年度受講前後の背泳ぎ技能得点
　　　　　　　　　　　　　　　　（n=94）

図 2. 2014 年度受講前後の背泳ぎの技能得点
　　　　　　　　　　　　　　　　　（n=94）
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　表10は、背泳ぎから習得する方が学びやすいと
答えた受講生が記述した理由の一覧である。「呼
吸を気にせずに泳ぐことができるから」という理
由が最も多く21名の受講生が回答した。このこと
から、特別な呼吸動作を必要としない背泳ぎから
習得する指導順序は初心者にとって学びやすいの
ではないかと推察することができる。次いで多か
ったのが「背浮きを行うことで浮く姿勢を意識す
ることができた」という理由であり、9名がその
ように回答した。伏し浮きのようなうつ伏せ状態
での浮き身に比べ、顔が水面上に出た状態で呼吸
ができる背浮きは脚の浮力さえ担保できれば長時
間浮いたままでいられるため、学習者にとって浮
いている感覚を掴みやすいのではないかと考えら
れる。
　表11は、クロールから習得した方が学びやすい
と答えた受講生が記述した理由をまとめた結果で
ある。「潜ることで水中に慣れるから」「ばた足を
習得してからほかの種目に移った方が習得しやす
いと感じたから」などの記述がみられた。しかし、
現在の学校体育では小学校低学年の水遊び領域に
おいて、浮いたり潜ったりすることで水中におけ
る身体活動に慣れさせ、小学校中学年の浮く・泳
ぐ運動領域でばた足を学習させるカリキュラムが
組まれている。つまり、小学校低・中学年の水泳
系領域の授業において、確かな学習成果を保証で
きれば、上記の課題は解決できると考えられる。

の方が有意に高い値を示した（t=1.971、p<0.05）。
このことから、クロールを優先的に指導した2013
年度の受講生より背泳ぎを優先的に指導した2014
年度の受講生の方が背泳ぎの技能が習熟したこと
が明らかとなった。　
　これらの結果はクロールより先に背泳ぎを学ぶ
ことで泳法の習熟度が高まりやすいことを示唆し
ている。

3.3. アンケートの回答からみる学びやすさの検討
　背泳ぎを先に習得した方がよいと答えた受講生
は62名、クロールを先に習得した方が良いと答
えた受講生は7名、どちらもかわらないと答えた
受講生は11名であった（未回答者14名、回答率
85.1%）。

表 9. 受講後の背泳ぎの技能得点の比較

図 4. 受講後の背泳ぎの技能得点の比較

表 10. 背泳ぎから習得する方が学びやすいと感じた理由（n＝62）
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4. 結論

　本研究は、背泳ぎとクロールの学習指導の順序
性が泳法の習熟度に及ぼす影響を明らかにするこ
とを目的とし、クロールを優先的に指導した2013
年度及び背泳ぎを優先的に指導した2014年度の受
講生の両泳法の習熟度を比較するとともに学びや
すさに関するアンケート調査の結果を分析した。
　その結果、背泳ぎから習得した2014年度の受講
生のクロール及び背泳ぎの技能得点はクロールか
ら習得した2013年度の受講生のそれに比べ、両泳
法とも有意に高かった。また、アンケート調査に
おいては、背泳ぎから習得した方が学びやすいと
いう意見が多く、その主な理由として、背泳ぎを
泳ぐ際に呼吸動作を必要としないこと、姿勢を意
識しながら泳ぐことができることが挙げられた。
　したがって、本研究の成果からクロールより背
泳ぎを先に習得した方が技能が向上しやすいこと
が示唆された。
　しかしながら、本研究の対象者が大学生だった
ため、小学生を対象としても同じ結果が得られる
かどうかについてはさらに調査を重ねる必要があ
る。また、今回はクロールと背泳ぎの2泳法に限
定し比較検討を実施したが、平泳ぎとバラフライ
も分析対象に加えることでさらに効果的な近代泳
法の指導順序が明らかになると考えられる。今後
の課題としたい。

（注）

1）小学校低学年の水遊び領域、小学校中学年の
浮く・泳ぐ運動領域、小学校高学年以以降の水泳
領域をまとめ、ここでは水泳系領域と呼ぶことと
する。

表 11. クロールから習得する方が学びやすいと感じた理由（n＝7）


